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花王グループのめざす方向

・「K25」で設定した経営方針は変えず、具体的な成長軸を明確にする

※グローバル・シャープトップ：
顧客の重大なニーズに、エッジの効いたブランドやソリューションで世界No.1の貢献をすること

未来のいのちを守る

［ K27の基本方針 ]

1. 持続可能な社会に欠かせない企業になる

2. 投資して強くなる事業への変革

3. 社員活力の最大化

花王グループ中期経営計画「K27」

ROICの全社導入を進め、構造改革を断行する。そして、
「グローバル・シャープトップ※」事業を擁立する企業をめざす

ビジョン
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「K27」のロードマップ

2023 2024 2025 2026 2027

1. スキンケア事業：スキンプロテクション※でグローバル・シャープトップ

2. 化粧品事業：「Curél 」「SENSAI」「MOLTON BROWN」のグローバル展開

3. ケミカル事業：社会課題の解決を通じた事業拡大

1. ターゲットセグメントでNo.1企業と共創を行う

2. 新事業領域で新たな土俵を構築する

構造改革（基盤事業の競争力強化）

成長戦略①：成長ドライバー領域のグローバル拡大

1. 非効率事業の抜本的

戦略見直し・再編

2. 人財構造改革推進

3. 稼ぐ力の改革

成長戦略②：パートナー企業との新共創事業

※ スキンプロテクション：肌を外的環境から守ること。UVケア、セルフタンニング、環境プロテクションの3カテゴリーから構成

STEP 1

STEP 2

STEP 3
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・「Curél」「SENSAI」「MOLTON BROWN」を軸にグローバル展開の加速

グローバルで戦える基盤構築
積極投資による

ブランド成長戦略の加速
本格的グローバル事業への

加速化・確立

基盤構築 グローバル事業拡大
グローバル・シャープ

トップへ

• G11・R8ブランド体制の確立

• 重点ブランドへの戦略的投資

• G11ブランドポートフォリオ強化

• ブランド×カテゴリーNo.1化

• 2nd Runnerグローバル展開加速

• 「Curél」「SENSAI」
「MOLTON BROWN」
（1st Runner）のグローバル展開

• グローバルで戦える組織運営構築 • エリア別ポートフォリオ戦略の
構築（日本・欧州・アジア）

• グローバル事業を支える
インフラ構築

成長ドライバー領域でのグローバル拡大 -化粧品事業-

FY23 FY25 FY27
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・スキンプロテクション※でグローバル・シャープトップを目指す

日本での事業基盤確立 欧米での事業基盤確立
グローバル・

シャープトップへ

UVケア事業基盤 UVケアとセルフタンニング

• スキンプロテクションの
3事業確立

1. タンジブルUVケア
2. フルバリエーション

セルフタンニング
3. 環境プロテクション
（赤外線、感染、アレルゲン）

• M&Aによる
ブランドポートフォリオ拡大

• 事業ポートフォリオ拡大
セルフタンニング事業グローバル化

• 日本No.1基盤の確立

• 技術基盤の世界展開準備

✓ 使用感に優れる均一持続塗膜

✓ ニーズに対応する多彩な製剤

✓ エリア別法規制対応

✓ グローバル対応知財権の獲得

• 欧米事業基盤の創造

※スキンプロテクション：肌を外的環境から守ること。UVケア、セルフタンニング、環境プロテクションの3カテゴリーから構成

成長ドライバー領域でのグローバル拡大 -スキンケア事業-

トータル
スキンプロテクション

FY21 FY24 FY27
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As is 
INTERNATIONAL MARKETING

視点：日本中心に他国を捉えた活動

GLOBAL MARKETING

視点：地球全体を市場としてとらえた活動

グローバル・シャープトップ

日本を最優先国として、 事業や商品を海外へ展開する 世界全市場を見据えて、優先顧客設定、現地優先で活動する

To be 
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